
大
鍛
宗
誉
騨
飾
讃
仰

,

、

大

轟
宗

峯

暉

師

讃

仰

松

田

(
一
)

奉

,

行

勅
詮
無
住
妙
徳
灘
師
大
巌
宗
峯
大
和
街

の
経
歴
は
、
光
嚴
十
七
世
泰
友
和
街

の

「
大
最
大
和
尚
略
行
状
」
と
雲
巖

二
十
世
暉
雄

和
尚

の

「
中
興
開
山
碑
」

文
に
よ

つ
て
そ
の
大
禮
が
知
ら
れ
る
。
前
者
は
柴
田
慈
孝
師
が
箪
法
輪
昭
和

十
三
年
七
月
號
に
登
表
さ
れ
た
。

灘
師
は
常
州

の
人
、
永
正
九
年
生
、
小
田
集

月
院
濟
榮
を
拝
し
て
薙
髪
、
長
じ
て
足
利
學
校
文
伯

の
講
鑓

に
侍
し

周
易
荘
子
等
を
錬
き
儒
典
史
書
を
博
渉
し
た
が
、
次

い
で
相
州
本
光
寺
大
室
、
駿
州
臨
濟
寺
大
原
、
清
見
寺
月
航

に

歴
参
、
遽
に
勢
州
白
子
龍
源
室
内
江
南

の
耀
鞘

に
入
つ
て
六
歳
、
弘
治

二
年
得
法
、
大
轟
の
道
號
碩
を
頂
い
た
。

此
是
宗
門
老
於
菟
、
爪
牙
備
庭
自
班
々
、

一
聲

高
囎
南

山
月
、
凛

々
威
風
不
可
禁
。

江
南
時

に
七
十
六

の
高
齢
、
暉
師
亦
不
惑
を
超
え
る
こ
と
五

つ
、
間
も
な
く
故
郷

に
却
回
し
た
も
の
と
思
は
れ
る

　

総
州
矢
作
城
圭
卒
胤
憲

の
蹄
依
を
受
け
、
法
兄
濟
庵
の
席
を
織

い
て
寳
雲

山
大
龍
寺
に
住
し
た
が
、
永
緑

五
年
寺
が

兵
簗
に
か

、
つ
た
頃
か
ら
流
浪
の
生
活
が
始
り
常
総
を
去

つ
て
途

に
會
津
興
徳
寺

に
留

つ
た
。
外
護
は
芦
名
盛
興

で

あ

る
。
留

る
こ
と
五
秋
螢
、
胤
憲

の
敦
請
僻

し
難
く
再
び
雲
山
に
蹄
住
し
九
。
時

に
永
緑
十

二
年

で
あ

る
。
元
鶉

三
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年
九
月
初
五
、
莫
を
設
け
て
江
南
の
小
牌
を
粗
堂
に
安
置
し
て
中
興
開
山
と
稽
し
た
。
延
寳
傳
燈
録
所
載

の
如
く
天

正
五
年
十
二
月
十

二
日
朝
の

一
夢
、
識
と
な
り
、
翌
年
十
月
、
光
嚴
和
術

の
推
挽
に
よ
つ
て
東
山
巽
岩
寺

に
移
り
、

更
に
檀
越
藤
原
資
胤

の
力
で
龍
安
月
航

始
め
本
寺
者
宿

の
推
奨
を
得
、
天
正
八
年
十
二
月
二
十
三
日
震
翰
拝
受
、
翌

年

二
月
二
十
三
日
東
山
に
於

て
之
を
頂
戴

し
た
。

「
簾
前
賜
紫
好
任
他
、
我
老
生
涯
只

一
簑
、
無
復
飛
騰
雲
路
思
、

胱
盟
苦
結
臼
鴎
波
。」
醐
師

の
李
生
が
伺

は
れ

る
。
十
三
年

四
月
瓜
殿
橋
供
養
、
九
月
開
山
圓
満
常
照
國
師

三
百
年
遠

忌
奉
修
、
翌
春
二
十
八
日
、
住
山
十
年

に
し

て
退
山
す
。

上
堂
の
語
に
一

「
帥
今
住
山
無
來
腱
、
退
院
無
去
庭
」
と

唱

へ
暫
く
國
師
塔
下
に
あ

つ
て
自
適

の
生
活
に
入

つ
た
が
、
縞
素
に
請
は
れ
て
正
畳
山
光
嚴
寺
に
住
し
慶
長
四
年
五

月
五
日
遷
化
さ
れ
た
。
遺

偶
鳳
、

、

,

.

咄

々
我
何
物
、
八
十
八
春
秋
、
韓
身
端
的
底
、
火
裡
大
鐘
噛
鐵
牛
、
喝
。

嗣
子
に
、
南
里
、
天
外
、
乾
峯
、
鐵
曲
、
龍
嶽
、
九
山
、
心
安
あ
り
、
語
録
を
長
渉
と

い
つ
て
ゐ
る
。

師
は
北
條
早
雲
相
州
進
出

の
年
に
生
れ
、
前
田
利
家
麗
去

の
年

に
寂
さ
れ
た
。
實

に
職
齪

の
中
に
生
れ
戦
齪
の
中

に
育
ち
戦
齪

の
中

に
學
び
戦
齪

の
中
に
住
寺
し
た
。
師

は
か

、
る
世

に
露
し

て
永

い

一
生
を
通
じ
焦
ら
す
弛
ま
す
、

實

に
孜
々
た
る
勉
學
を
績
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
師
性
篤
實
電
厚
、
自
ら
叙
し
て

「
栖
芦
鈍
鳥
、
上
升
鮎
魚
、
多
年

錐
交
儒
門
、
愚
蒙
漢
難
記
姓
字
、
爽
晩

乍
入
暉
室
、
可
憐
生
未
徹
最
初
。
」
と
謙
遜
さ
れ

つ
、
、

三
家
村
裡
貧

乏

一
鉢

裏

の
灘
中
、
幾
多

の
困
難

を
排
除

し
て
披
老

の
見
解
を
學
ぴ
愈
氏
の
奮
縁
を
騰

つ
て
作
交
作
詩
し
た
。
長
沙
録

の
詩

大
最
宗
雰
暉
師
讃
仰

(二
)

亀

田



大
轟
宗
講

霧

仰

、

'

κ
三
)

丈
は
殆
ん
ど
全
部
永
腺
、
天
正
爾
年
間

の
も

の
で
め
る
が
、
飛
年
時
代

の
勉
學
の
模
様

の
伺

へ
る
も

の
が
あ
る
の
で

摘
出
す
る
。

野
納
幼
年
入
利
陽
之
杏
壇
遊
學
、
惟
時
費
序
之
講
圭
文
伯
先
生
、
於
傍
開
講
席
者

二
十
飴
輩
、
學
侶
五
百
絵
人
、

實

一
時
盛
事
也
、
丈
伯
翁
被
講
荘
子
、
予
亦
陪
席
末
、
暮
春
始
之
、
萬
尾
絡
之
、

寺
石
正
路
氏
は
、

「
南
學
史
」

に
、
足
利
學
校
藏
書
目
録
の
住
持
世
譜

に
よ
つ
て
中
興
後
の
學
長
名
を
載

せ
て
ゐ

る
が
、
そ
の
第
六
世

に
文
伯

和
街
、
未
詳
牲
氏
と
あ
る
。
と
も
か
く
、
敏
授
が

二
十
絵
人
學
生
が
五
百
以
上
と
は
仲

仲
盛
ん
な
も

の
だ
、
講
義

の
様
子
も
想
像
が

つ
く
。
麗
師
は
そ

の
頃
弱
冠

二
十
二
の
青
年
だ
.つ
た
。

覧

爾
來
關
左
之
騒
屑
八
州
如
瓜
潰
、
就
中
上
下
之
野
州
、
干
業
叢
裡
、
狼
姻
不
断
、
講
堂
焦
土
、
詩
書
禮
樂
、
悉
化

秦
次
、
人
境
倶
奪
、
儒
學
掃
地
蓋
尖
、
時
之
澆
季
、
道
之
衰
霰
、
換
手
槌
胸
而
已
、
鳴
呼
縫
師
其
跡
者
、
存
亦
如
亡

覧
可
惜
許
。

此
は
是
、
師

七
十
七
歳
當
時
の
威
慨

で
あ

る
。
七

か
も
九
州
よ
り
、
幾
内
よ
り
遙

々
足
利

に
遊
學

す
る
好
學

な
者

も
少
く
は
な
か

つ
た
ら
し
い
。

扱
師

の
好
學
心
は
堅
く
天
満
宮
の
信
仰
と
結
付
い
て
ゐ

る
。
恐
ら
く
弱
年
の
頃
か
ら

一
生
を
通
し

て
尊
崇
さ
れ
た

も
の
と
見
え
る
。

「
菅

君
有
遺
廟
、
和
雪

一
枝
開
、
南

北
春
無
隔
、
五
雲

天
上
梅
。
」
の
詩

の
奇
蹟
や
そ
の
和
韻
、
並

℃
正
畳
山
鎭
守
天
満
宮
新
螢
奉
安
拙
語
を
見

る
な
ら
ば
そ
の
信
心
の
程
が
知
れ
や
う
。
か
く
て
悠
揚
迫
ら
ぬ
眞
正
直

。。oo



な
學
蘭

向
上
の
努
力

に
敬
慶

の
念
を
生
じ
な

い
わ
け

に
は
行
か

ぬ
。
師

に
は
虎
哉
の
や
う
な
才
智
が
な

い
。
徳
山
の

俊
敏
は
虎
哉
の
も
の
で
あ
る
が
、
潟
山
の
　
徳
は
師
に
屡
す

る
。
僅
か
に
十
八
の
弱
年
で
か
の
快
川
會
下
の
首
位
と

な
り
碧
岩
を
講
じ
た
少
年
上
人
と
高
齢
六
十

七
に
及
ん
で
猶
且
、
「
薄
學
淺
識
、
不
辮
羊
芋
魚
魯
誤
號
宗
門
第

一
書
」

と
佛
祀

の
明
罰
呵
責
を
恐
れ
る
老
僧
と
を
封
比
す

る
が

よ
い
。

師
は
貧
乏
に
絡
始
し
た
。
戦
闘

の
習
ひ
、
雲

山
も
東
山
も
兵
火

に
塵
荻
と
化
し
た
。
塵
友
と
化
す
る
以
前
と
錐
も

輩
丁
乍
住
、
貧
庭
地
荒
無
卓
錐
、
忌
辰
何
以
報
先
師

、
枯
來
挿
向
江
南
物
、
這
帳
中
香
梅

一
枝
の
風
流

で
あ
り
、
夫

東

山
天
下
名
藍
、
今
也
有
名
無
實
、
就
中
兵
飴
佛
宇
信
院
之
荒
磯
祀
庭
法
窟

之
蓼
落
、

一
々
不
堪
記
之
、
呼
燭
目
者

山
雲
漢
月
之
幽
趣
、
針
耳
者
嶺
猿
野
鹿
之
哀
聲

の
境
涯
で
あ

つ
た
。
騒
屑
時
の
こ
と
故
、
佳
居
定
ま
る
こ
と
な
く
、

業
風

に
吹
か
れ
て
、
破
笠
痩
藤
只

一
蓑

の
生
活
で
あ
る
。

墨
世
乾
坤
旅
泊
津
、
可
憐
南

去
北
來
人
、
浮
家
渣
宅
更
無
定
、
叉
被
風
吹

一
葉
身
。

咄
這
浮
雲
流
水
身
、
随
波
逐
浪
爾
泥
塵
、
利
名
勲
業
捻
拠
郷
、
薄
輻
無
能
閑
道
人
。

師
は
到
慮

で
貧
病

に
取
付
か
れ
た
が
、
そ
の
爲
め
反
つ
て
遣

に
富
む
こ
と

、
な
ら
れ
た
や
・ユ
で
あ

る
。

.

森
羅
萬
象
吾
輝
侶
、
圃
畳
伽
藍
古
梵
宮
、
雨
後
漢
聲
廣
長
舌
、
無
聞
無
説
自
談
塞
。

雲

是
此
山
先
住
主
、
牟
問
分
得
寄
藤
床
、
嶺
猿
叫
落
岩
房
月
、
縦
嘉
千
聲

不
断
腸
。

師

は
、
鶏
を
飼

ふ
た
り
、
猫
見
を
吊

ふ
た
り
、
棄
犬
を
養
ふ
た
り
し
た
、
叉
、
梅
を
植
え
石
を
愛
し
、
書
を
論
じ

大
姦
宗
琴
暉
師
講
仰

(四
)
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大
癒
宗
岸
藤
師
讃
仰

(
五
)

墨
梅
を
描
き
、
友
を
訪
ね
或
は
文
を
綴
り
詩
を
作

つ
て
緯

々
た
る
絵
裕
を
持

つ
こ
と
が
出
來
た
。
師
は
趣
味
の
人
で

あ

る
。
が
、
本
能
寺

の
攣

の
翌
月
帥
ち
天
正
十
年
初
秋
下
溝
作

の
長
詩
五
十
絵
砲

の
如
き
職
國
時
代
騒
屑

の
始
終
を

述

べ
て
天
下
の
英
雄
史
上
の
豪
傑
を

一
状

に
領
過
し
て
、
信
長
及
そ
の
周
園
の
人
々
を
、

「
萬
古
不
改
東
山
月
、

一

笑
閲
世
北
野
梅
ト

の
立
場
か
ら
批
判
し
去
り
、

「
宰
相
若
識
先
車
覆
、
・可
畏
後
車
護
莫
馳
、
左
右
輔
弼

人
倫
鑑
、
自

今
號
令
量
有
私
、
」
と
戒
め
、

「
願
言
致

君
尭
舜
上
、
戸

々
封
庭
闊
國
治
、
」
と
結

ん
で
ゐ
る
。
師
は
飽
く
迄
も
椹
を
去

り

「
正
」
を
求
め
、
御
皇
室
の
御
繁
榮
を
願

ふ
の
で
あ
る
。
～

こ
れ
は
、
師
が
輩

に
正
義
の
人
た
る
ば
か
り
で
な

く
寧
ろ
そ
れ
以
上
に
徳
者
で
あ

つ
た
詮
擦
と
も
な
ら
う
の
更

に

交
友

の
情
誼
に
之
を
見
る
が

よ
い
。
虎
哉

に
せ
よ
、
物
外

に
せ
よ
、
群
山
に
せ
よ
、
幻
室
に
せ
よ
、
鼎
心
に
せ
よ
、

胤
憲
に
せ
よ
、
楊
臨
川
に
せ
よ
友
交

二
十
年
乃
至
四
十
年
七
十
年

で
あ
る
。

天
正
九
年
佐
竹
に
於
て
洞
上
と
密
宗
と
の
宗
論
が
あ

つ
た
。
師

之
を
到
じ
て
、
世
電
の
大
慈
悲
、
粉
骨
確
身
も
之

を
酬
ひ
難

し
、
方
砲
圓
頂

の
吾
儂
、
佛
衣
を
着

し
、
佛
経
を
請
し
、
佛
語
を
唱

へ
、
佛
飯

を
喫
す
る
者
は
漸
憺
を
忘

れ

て
は
な
ら
な

い
、
當
に
貧
欲
の

一
念
を
去
る
べ
き
で
あ
る
。
自
讃
殿
他
戒
を
守
る
こ
と
が

肝
要
な
の
だ
。
伏
乞
諸

宗
他
弓
莫
挽
、
他
馬
莫
騎
、
他
非
莫
辮
、
他
事
莫
知
、
他
是
阿
誰
、
努

力
、
諸
人
本
佛
遺
戒
各
自
守
封
彊
、
則
諸
宗

.之
門
葉
宗
枝
日
存
繁
茂
、
西
飛
佛
日
再
登
光
輝
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
何
た
る
寛
仁
大
度

で
あ
ら
う
。

江
南
先
師

の
入
牌
を
行

つ
て
大
龍
寺
を
妙
心
末
と
し
た
時

の
香
語

に
も
同
じ
態
度
が
伺
は
れ
る
。
美
惟
建
仁
者
黄
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龍
末
流
、
這
妙
心
者
松
源
之
滴
水
、
二
涙
錐
分
浬
溜
、
元
來
曹
漢

一
滴
、
浴

々
激
東
海
波
瀾
、
到
這
裡
、
涯
正
法
之

鐵
船
、
則
創
建
大
航

和
術
坐
船
頭
執
揖
、
中
興
江
南
老
漢
立
船
尾
揺
櫓
、
此
岸
彼
岸
蓮
濟
往
來
、
上
載

下
載
度
凡
聖

昨
日
妙
心
金
翅
、
今

日
雲
山
黄
龍
、
改
頭
換
面
鷹
機
接
物
、
將
謂
東
山
法
道
未
寂
蓼
。
,入
を
立

て
る
こ
乏

が
出

楽
て

始

め
て
自
ら
も
立
て
る
。
篤
實
寛
厚
師

の
如
蓄
、
報
恩
謝
徳
に
鞭
打

つ
時
、
幾
多
の
磨
寺
が
極
め
て
圓
滑
裡

に
轄
派

し
た
も
の
と
見
え
る
。
幾
多

の
俊
秀
が
貧
を
厭

は
す
そ
の
膝

下
に
蝟
集

し
た
の
も
、

こ
れ
が
原
因
ら
し

い
。
師
は
才

.
氣

険
登
の
人
と
い
ふ
よ
り
も
、
豊

か
な
氣
長
な
心
を
持
し
て
困
苦

に
甘
ん
じ
、
田
含

に
住
し
て
、
江
湖
散
人
、
山
居

樵
子
の
生
活
を
樂

み
、
大
器
晩
成
、
高
節

を
持
し
て
利

に
走
ら
す
、
關
左

に
婚
居

し
て
濁
坐
大
雄
峯
、
押
す
と
も
押

さ
れ
ぬ
天
下
の
法
將
と
な

つ
た
も

の
で
あ
る
。

亀

先
年
報
恩
の
志
を
途
げ
た
く
拝
塔

に
出
か
け
て
、
未
庵
大
關
安
碩
齊
高
増
夫
妻

に
永
遠
に
離
依
さ
れ

つ
、
光
嚴
寺

の
同
じ
墓
域

に
御
入
定
中
な
の
を
何
よ
り
も
誰
よ
り
も
美
し
く
思

つ
忙
。

(昭
和
一
七
、
七
、
四
)
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